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「就学前施設での遊び・生活が
子どもの育ちに与える影響について」

の調査から見えてくるもの

三木 恵（下関市保育連盟保育士会、聖母園）

第51回 山口県保育大会（美祢市）
第一分科会
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人口：248,730人
令和5年5月1日現在

※中等教育学校含む

小 学 校：42校

中 学 校：25校※

高 等 学 校 ：15校※

大 学 等： 8校

保 育 所：34ヶ所
認定こども園：25ヶ所
幼 稚 園：12ヶ所
※下関市保育連盟加盟園：52ヶ所
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これまでの下関市保育連盟での保幼小連携の取り組み

より良い小学校との連携を目指すための保育士の専門性の向上
ー保育所職員と小学校教職員の就学期の児童の姿に関する調査をもとにー

※全国保育大会（平成27年）、山口県保育大会（平成28年）

平成26年〜

下関市版保育所児童保育要録の策定平成21年

➡保育者・小学校教員に保育要録の理解等に関する調査
➡保育者を対象に要録の保育要録の研修
➡小学校教員を対象に要録の保育要録の研修（毎年実施）

平成22年〜

下関市保育連盟保小連携委員会設置平成29年

下関市版保育所児童保育要録の策定平成31年

保育所児童保育要録の作成に関する研修（毎年実施）平成31年〜
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保幼小連携の動向と調査研究の背景

【下関市保育連盟のこれまでの取り組み】

➡保育所（者）と小学校（教職員）の子どもの育ちに関する意識・認識の乖離
➡保育所・こども園内での就学に向けた継続性のある保育の必要性

【国際的な動向】

➡育ち・学びの連続性・継続性・一貫性の必要性の議論
➡認知スキル・非認知スキルの育成の必要性が提唱

【国内の動向】

➡幼児教育・保育の質の向上
➡幼児期の終わりまでの育って欲しい姿（10の姿）の効果的な活用
➡幼児教育スタートプラン・幼保小の架け橋プログラム・架け橋期のカリキュラム

n 接続期を見据えた資質・能力の育成
n 就学前教育・保育での遊びや生活の中で育つ子どもの姿の検討
n 育ちや学びの連続性を確保するためのカリキュラムモデルの作成
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就学前の遊び・生活が子どもの育ちに与える影響について
- 子どもの育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて -

就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一次）2022.10

就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第二次）2023.3

就学前施設で行われている遊び・生活の調査2022.9

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）作成〔各園〕2023.4

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）の実践〔各園〕2023.5〜

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）の振り返り・修正〔各園〕2024.3

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次・・・）の振り返り・修正〔各園〕2025.3

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次・・・）の実践〔各園〕2024.4〜

育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムモデルの作成

繰
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就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第二次）

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）作成〔各園〕

就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一次）

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）の実践〔各園〕

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次・・・）の実践〔各園〕

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次・・・）の振り返り・修正〔各園〕
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Ⅰ 基本情報【共通】

Ⅱ あなた自身の保育に関する行動や意識について【共通】

Ⅲ 保育指針・教育保育要領の保育の内容について【3つの視点、1・2歳児5領域、3歳児以上５領域】

観点A：進級・進学につながること見通して、子どもが経験・身につけることを意識していますか

観点B：3月末に子どもが経験したり・身につけることができていると思いますか

➡ 〔第二次〕3月末時点で子どもが経験したり・身につけることができたと思いますか？

Ⅳ 保育の内容と遊び・生活との関連について【 3つの視点、1・2歳児5領域、3歳児以上５領域】

※年齢別に設定している選択肢群から選択

Ⅴ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について【共通】

観点A：担当している学年（クラス）の年齢から育む必要があると思いますか

観点B：担当している学年（クラス）の子どもに育むことを意識していますか

観点C：担当している学年（クラス）での子どもの姿のイメージ

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』
【調査内容について】
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『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』結果

調査票の種別 度数（割合） イメージする子どもの年齢 度数（割合）

乳児担当保育者用 135（17.9）
0歳児 137（18.2）

1歳児 143（19.0）

1・2歳児担当保育者用 318（42.2）
2歳児 143（19.0）

3歳児 101（13.4）

3歳以上児担当保育者用 301（39.9）
4歳児 75（9.9）

5歳児 83（11.0.）

下関市保育連盟に加盟している保育所・認定こども園52ヶ所、から754件を回収。

【回収数と調査票種別による回答数】
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項 目 選択肢 度数（割合）

クラスでの役割

クラスリーダー 303（40.2）

サブリーダー 149（19.8）

その他 302（40.1）
勤務形態

常勤 452（59.9）

非常勤 302（40.1）

職位

園長・副園長 401（53.2）

主任保育士 353（46.8）

保育士・保育教諭 657（87.1）

その他 19（12.5）

子育て経験
あり 401（53.2）

なし 353（46.8）

項 目 選択肢 度数（割合）

性別
女性 736（97.6）

男性 18（2.4）

項 目 選択肢 度数（割合）

現在の担当

0歳児 137（18.2）

1歳児 143（19.0）

2歳児 143（19.0）

3歳児 101（13.4）

4歳児 75（9.9）

5歳児 83（11.0.）

その他（フリーなど） 72（9.5）

項 目 選択肢 度数（割合）

勤務時間

概ね8時間 523（69.4）

6-8時間未満 173（22.9）

4-6時間未満 47（6.2）

4時間未満 11（1.5）

n=754

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』結果
【回答者の属性について】
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『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』
【調査項目Ⅲ：保育の内容に対する意識と予測】

n すべての保育内容で高い意識で保育
n 観点Aと観点Bの比較では、

➡乳児：9項目/15項目中で異なった
➡1・2歳児：29項目/32項目中で異なった
➡3歳以上児：51項目/53項目中で異なった

n 異なった部分は、意識よりも予測が下回
る傾向を示した

➡異なる背景は不明
➡見通しを立てることができる方法を検討

することが必要

0.0
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50.0

60.0
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90.0

意識していない 思わない あまり意識していない あまり思わない

まあまあ意識している まあまあ思う 意識している 思う

健１：生理的心理
的欲求を満たし心

地よく生活をする

健2：十分に
体を動かす

健3：食べること
を楽しむ

健4：安全な環
境の下で十分

に午睡をする

健5：清潔になる
ことの心地よさ

を感じる

※各年齢でのすべて結果は、報告書をご参照
ください。

調査項目Ⅲでは、保育指針・教育保育要領に示されている保育の内容（乳児：15項目、1・2歳児：

32項目、3歳以上児：53項目）について、観点A：保育で意識しているか、観点B：3月末時点で経験で
きたり・身についていると思うか（予測）、の2つの観点で質問した。
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『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』
【調査項目Ⅳ：保育の内容と遊び・生活との関連について】

調査項目Ⅳでは、保育の内容と遊び・生活との

関連として、保育内容に関連の深い遊び・生活を
別に用意した選択肢から5つまで選択してもらっ
た。
各保育内容に関連の深いと考えられる遊び・生
活の上位30項目で整理。

n 育てたい保育内容や子どもの育ちの側面と関連の
深い遊び・生活場面の可視化

n 計画立案や育ちの様子の伝達の参考資料に
p 保育者の経験や感覚に基づいて選択

➡実証は今後の課題
p 環境整備や保育者の関わり方の検討は不可欠

5歳児の結果の例

各年齢でのすべて結果は、報告書をご参照ください。
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【保育指針・教育保育要領の保育内容に対する子どもの育ちの見通し（予測）と実際（結果）】

保育内容に対する子どもの育ちに関する第一次調査

結果と第二次調査結果の比較（検定）を行った。

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』

n 3つの視点15項目中3項目で異なった
n 2項目（黄色）で第一次 < 第二次
n 1項目（ピンク）で第一次 > 第二次
n 多くの項目で予測と実際の認識が同じであった

➡ 乳児の保育内容は見通しを立てやすい可能性

【乳児の保育内容】

Ø 第一次 = 第二次（色なし）：予測と実際が一致
➡見通しを立てやすい項目

Ø 第一次 < 第二次（黄色）：予測よりも実際が高い
➡予測よりも経験させやすい・身につけやすい内容の可能性

Ø 第一次 > 第二次（ピンク）：予測よりも実際が低い
➡予測よりも経験したり・身につけにくい内容の可能性
➡遊び・生活等の場面で工夫が必要
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【保育指針・教育保育要領の保育内容に対する子どもの育ちの見通し（予測）と実際（結果）】

n 1・2歳児全体：5領域32項目中、23項目で異なった
n 1歳児：18項目/32項目、2歳児14項目/ 32項目
n 異なったすべての項目で、第二次 > 第一次

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』

【1・2歳児の保育内容】

1•2歳児 1歳児 2歳児

1•2歳児 1歳児 2歳児
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【保育指針・教育保育要領の保育内容に対する子どもの育ちの見通し（予測）と実際（結果）】

n 3歳以上児全体：5領域53項目中、38項目で異なった
n 3歳児：26項目/53項目、4歳児:28項目/ 53項目、5歳児：19項目/53項目中
n 異なった多くの項目で、第二次 > 第一次 ➡結果的には育った

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』

【3歳以上児の保育内容】

3•4•5歳児

3•4•5歳児

3歳児

3歳児

4歳児

4歳児

5歳児

5歳児
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【保育指針・教育保育要領の保育内容に対する子どもの育ちの見通し（予測）と実際（結果）】

『就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査』

【3歳以上児の保育内容（つづき）】
n 3歳以上児全体：5領域53項目中、38項目で異なった

n 3歳児：26項目/53項目、4歳児:28項目/ 53項目、5歳児：19項目/53項目中
n 異なった多くの項目で、第二次 > 第一次 ➡ 結果的には育った
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個別の保育内容を育む遊び・生活の計画作成と実践

調査結果を踏まえ、下関市保育連盟に所属する52ヶ園でカリキュ

ラムモデル（案）の素材となる「個別の保育内容を育む遊び・生
活の計画」を作成した。

n 保育指針・教育保育要領の保育内容に準じた内容を取り上げる
n 0歳から就学前（年長児）までの育ちの連続性を意識
n 取り上げた内容に関連する遊び・生活を記述
n 環境構成や保育者の関わりを記述
n 3月（年度末）に振り返りと計画の修正と計画の追加を行う予定

n 計画の修正と追加を数年間（2,3年程度）繰り返す

n 保育指針・教育保育要領の保育内容に対し、包括的かつ育ちの
連続性に留意したカリキュラムモデル（案）の作成

※各園で作成したすべての計画は、報告書をご覧ください。
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「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響について」
の調査から見えてくるもの

三木 恵

ありがとうございました

第51回 山口県保育大会（美祢市）
第一分科会

「就学前での遊び・生活が子どもの育ちに与える

影響について」調査研究報告書（第一報）は、
下関私立保育連盟ホームページ、「調査研究」

ページから閲覧・ダウンロードできます。
https://www.shimonosekishi-s-hoikurenmei.com（下関市保育連盟保育士会、聖母園）
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